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【はじめに】一般的に太陽電池の変換効率は、日本付近の緯度の地上における平均的な太陽光ス

ペクトルである AM1.5という条件で測定されている。しかし、太陽光スペクトルは時間毎に異な

るため、変換効率は刻々と変化する。太陽電池で重要であるのは 1日を通しての変換効率である。

そこで、本研究では時間毎に変換効率をモデリングし、太陽電池にふさわしい材料のバンドギャ

ップを検討した。 

【結果】Fig1.に今回用いた太陽光スペクトル[1]の一部を示す。また、Fig1.のスペクトルに対する

変換効率を Fig2.に示す。12:00のスペクトルにおいては、一般的に言われているように 1.4eVの

時最大[2]となっている。しかし、6:00においては 1eV、15:00においては 1.2eVの時に最大となっ

ていることが分かる。ここで、スペクトルを 10分刻みに想定し電力量を積分した結果を Fig3.に

示す。Fig3.の結果から 1日を通した効率を考えた場合、バンドギャップが 1.1eVの材料が太陽電

池としては最適であると考えられる。 
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